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地区別計画推進について

≪概要≫
令和２年度３月に市内各地区協議会を中心に「荒尾市地区別計画」が策定された。令和３年

度から、当計画推進に係る具体的な事業考案を進めていく予定であったが、新型コロナウイル
スの感染拡大を受け、地域の会議が通常通り実施できなかったことから、当事業については停
滞しているところである。
地区別計画に係る事業について、コロナも落ち着き、各地区の会議等も再開していることか

ら、来年度以降の事業実施に向けた地域・地区担当職員等との協議を進めていきたいと考える。

≪施策・事業に関すること≫
１.地域防災力の強化
・令和２年度の７月豪雨や激甚化する災害を背景に、被災地域等を中心に関心が高まって
いる。

・地区別防災計画等の策定や自主防災組織連絡協議会の設立など進められているが、災
害時に支援が必要な市民をいかに隣住所・地域で見守り、支えるかが課題。

２．地域福祉の充実
・コロナ禍で高齢者等の外出機会低下、社会的孤立を懸念する課題。
・社会福祉協議会においても、各地区に対し地域福祉部会の設立を打診、サロン活動や
生活支援ボランティア等の普及・拡大を目指す。

・高齢化率が高い井手川地区では、認知症高齢者見守り訓練等を実施。
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地区別計画推進について

≪地域運営に関すること≫
３.若い世代の地域活動参加促進・地域活動への若い世代の意見反映
・地区協議会の役員は高齢化率が高く、若い世代の会議、行事への参加者が少ない。
⇒若い世代・子ども部会等の設立・運営支援。既存事業等への若い世代への参加PRや、
若い世代向けの事業企画 など

・１～４のテーマにつきましては、現時点の想定であり、今後、各地区協議会会長
会等との協議において、取り組み内容は適宜変更になるものと見込まれる。
・協働の地域づくり交付金を各地区に交付しているが、地区別計画に基づく事業に
新たに取り組むためには、一定の活動経費が必要になると見込まれる。
・各地区で設定したテーマに基づく事例研究や試験的導入を促すため、手上げ方式
による追加交付金を検討。（県夢チャレ補助金の活用も検討。）

４.地区協議会役員の担い手確保・後継者育成
・地区協議会役員の担い手不足が課題であり、地域行事運営等のノウハウ喪失等の懸念。
・自治会の加入率も以前より減少傾向であり、市民の地区協議会に対する理解が低下。



荒尾市公式LINEを活用した情報発信について

くらしいきいき課
担当者

各地区住民
【概要】

これまで、地区協議会などの地域活動情報について、市の

ホームページや広報等を活用してきた。令和４年２月の荒尾市

公式LINE機能拡張により、地域情報が市の公式LINEで発信可

能となった。今後、地区協議会主催事業の参加促進、情報発信

に関する効率化を図るため、LINE等のSNSを活用した情報発信

を検討していく。

今年度は、地域からの情報発信の依頼を基に、本課で地区協

議会のイベント情報や活動状況等をLINEを活用して発信する。

【従来の周知方法】
・広報あらお ・愛情ネット
・チラシ ・フェイスブック
・回覧板

荒尾市公式LINE

従来の発信方法に加えて、市の公式LINEを活用することで、より多くの方に地域活
動情報を周知することができる。

居住地や年代など受信者の属性に応
じた、きめ細やかな情報発信が可能。

【イメージ図】
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•事務負担の軽減。

•リアルタイムで発信可能。

•幅広い世代に周知が可能。

事務の
効率化

•多くの方が利用しているLINEを活用することで、地域活
動への理解や事業への参加促進が期待できる。

•居住地や年代を選択することができ、開催事業ごとに
ターゲットを決めて、発信することが可能。

•地域コミュニティの活性化。

地域
活動のPR

•若い世代の参加を促す情報提供を行う。

•活動を通じ地域に愛着を持つ人を増やす。

若年層の
参加促進

LINEを活用した情報発信の効果について
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地域活動情報の登録者数について

地区 登録者数

荒尾地区 208人

万田地区 140人

万田中央地区 51人

井手川地区 31人

中央地区 157人

緑ケ丘地区 117人

地区 登録者数

平井地区 68人

府本地区 51人

八幡地区 117人

有明地区 68人

清里地区 53人

桜山地区 72人

※市の公式LINEの受信設定で「地域活動情報」を登録している人数

※令和４年４月現在

※公式LINE登録者数 6,896人

※地域活動情報登録者数 1,133人
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各地区協議会の地域情報発信例

地区名 地区名

荒尾
・音と光の祭典
・どんどや 等

平井
・鯉のぼり祭り
・平井史跡ウォーキング
・平井スピリッツ 等

万田
・夕方市
・のあそびフェスティバル 等

府本
・カライモ掘り大会
・紅葉狩りウォーク 等

万田中央
・ミニ門松づくり
・未来のお仕事塾 等

八幡
・やはたの文化祭
・子ども消防団
・やはた地区協議会便り 等

井手川
・万田公園前花壇整備
・防災ウォーキング大会 等

有明
・ふれ愛まつり
・親睦運動会 等

中央
・中桜祭
・ペタンク大会 等

清里
・体育大会
・玉ねぎ販売会 等

緑ケ丘
・道路美化作業
・みどりまつり
・緑ケ丘地区協議会ニュース 等

桜山
・ふれあいげんきまつり
・桜山クリーン作戦 等
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令和５年１月 視察研修
※感染拡大状況によっては、オンラインでの開催も検討

【視察研修の過去の開催状況】
H28年度：久留米市 鳥飼校区まちづくり協議会
H29年度：議員との意見交換会及び市長との意見交換会を

行ったため実績無し
H30年度：宗像市赤間西区（赤間西区コミュニティセンター）
H31年度：佐賀市 地域コミュニティサイト「つながるさがし」
※令和２年度・３年度は、新型コロナウイルスの影響で中止。

今後のスケジュール（案）について


